
FD・SDに関する情報収集、参加者間の交流を目的
として、ポスターセッションが行われました。大学
コンソーシアム京都加盟大学・短期大学の教員・
職員・学生が実施する特色ある教育に関する取り
組みを発表しました。

2 月 28日（土）

【ポスター掲示時間】　12：30－14：15

【ポスターセッションコアタイム】　13：00－14：00

【会　場】　良心館　2階 RY205

・・・

・・・

ポスターセッション



1．京都薬科大学 

テーマ 
市民組織と協働で行う地域児童を対象とした理科実験講座の取り組み 

～身近な夏の不思議体験 2025 イン 山科～ 

発表代表者 林 美沙：京都薬科大学 学生実習支援センター 助教 

連名発表者 

髙尾 郁子：京都薬科大学 学生実習支援センター 助教 

髙田 哲也：京都薬科大学 学生実習支援センター 助教 

徳山 友紀：京都薬科大学 学生実習支援センター 助手 

金瀨 薫：京都薬科大学 学生実習支援センター 助教 

岩﨑 宏樹：京都薬科大学 学生実習支援センター 助教 

石川 誠司：京都薬科大学 学生実習支援センター 講師 

平山 恵津子：京都薬科大学 学生実習支援センター 助教 

木村 徹：京都薬科大学 学生実習支援センター 准教授 

山口 貴：京都薬科大学 企画・広報課 

久保 亜未：京都薬科大学 企画・広報課 

武上 茂彦：京都薬科大学 学生実習支援センター 教授 

キーワード 
地域連携活動 市民協働 

科学体験 理科実験 

発表の概要 

京都薬科大学では 2011 年度より、地域連携活動の一環として山科区の小学生を

対象に理科実験講座を開催している。本講座は身近な科学現象を題材に、実験を

通して理科への興味を引き出し、その関心を継続させることを目的とする。さらに、市

民組織と協働し地域とのつながりを深めながら運営している。 

2025 年度は「水」をテーマに、「手でつまんで持てる水！容器がいらない水を作ろ

う」、「水が消えた！？水を吸う魔法の粉」の二つの実験を行った。対象は小学 4～6

年生で午前・午後の 2 回に分けて、計 94 名が参加した。市民組織の方々にはサポ

ートスタッフとして児童の補助や安全管理を担っていただいた。 

本発表では、サポートスタッフと児童の反応を中心に具体的な取り組みと支援内容

を報告し、地域連携活動における科学教育の成果と課題について考察する。 
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2． 京都外国語大学・京都外国語短期大学 

テーマ 
大学から地域社会へ：コミュニティ通訳認知度の壁を越え、大学の社会的役割～情

報共有と実践課題～ 

発表代表者 佐藤 晶子：京都外国語大学 外国語学部 英米語学科 教授 

連名発表者 

河野 弘美：京都外国語短期大学 キャリア英語科 教授 

戸田 行彦：京都外国語大学 外国語学部 英米語学科 講師 

アイシュワリヤ・スガンディ：京都外国語大学 外国語学部 英米語学科 准教授 

キーワード 
コミュニティ通訳 大学―小中高等学校との協働 

地域連携モデル 人材育成 

発表の概要 

第 29、30 回 FD フォーラムの発表を通じ、本学のコミュニティ通訳教育は着実に

発展してきた。第 30 回では、認知度向上活動と 6 領域の現状把握を報告し、2025

年度はその成果を基盤に、更なるコミュニティ通訳への正しい知識共有、地域連携へ

の方策、また実践がうみ出す教育的効果の可能性、大学の社会的役割を検討する

試みを行った。 

本発表では、それらの試みのうち以下の 3 つの調査結果に焦点をあて分析を報告

する。 

1. 履修学生へのアンケート:学習効果とキャリア意識の変容 

2. 学内教職員へのアンケート:コミュニティ通訳教育の認知度と評価 

3. 公立中学校・高等学校教員へのアンケート:地域の多文化共生教育のニーズと連

携可能性 

大学のコミュニティ通訳育成プログラムと初等中等教育機関との連携により、大学

の役割の可能性が見えてくる。本発表では、大学の地域社会における役割と、持続

可能な教育連携モデルの構築と課題について報告する。 
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大学から地域社会へ：コミュニティ通訳認知度の壁を越え、大学の社会的役割
〜情報共有と実践課題〜

佐藤晶子 河野弘美 アイシュワリヤ スガンディ 戸田行彦
京都外国語大学外国語学部 京都外国語短期大学キャリア英語科

【倫理的配慮】本研究に関しては、京都外国語大学倫理調査委員会における倫理審査を受け、承認されています（管理番号 ）

コミュニティ通訳者育成プログラム履修生の実践サポート体制強化
学内 で情報共有：京都外国語大学だからできる社会的に必要な人材育成

結論
年度と 年度の調査比較から、学

内認知度向上活動は一定の成果を上げた

ものの、 等の専門的知識の浸透

には継続的な取り組みが必要であること

が明らかとなった。また、学外の教育機

関におけるコミュニティ通訳の潜在的需

要の高さが確認され、大学と地域の教育

連携による人材育成の循環システム構築

の可能性が示唆された。今後は、コミュ

ニティ通訳 領域に直結した実践場所の確

保と地域関係機関との連携体制の整備を

進め、外国語大学の専門性を活かした持

続可能な教育モデルの実現を目指したい。

コミュニティ通訳とは
“

” 

行動規範 「公共サービス通訳者」とは、法律専門職、医療
サービス、および地方自治体関連サービス（住宅、教育、福祉、
環境衛生、社会福祉サービスを含む）などの公共サービスの文
脈で業務を行う通訳者をいう。（英国公共サービス通訳者全国
登録機関、 年 月 日閲覧）

「学校教育」現場のコミュニティ通訳に関する認知度調査
教員（小・中・高）向けアンケート 名 年 月実施 グーグルフォーム

半
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い

半
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強
が
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要

約
８
割
が
知
ら
な
い

考察
年度は「学内認知度向上」を主要課題

とし、 時間以上の部署間打ち合わせ、

対面 回の説明会、ホームページ開設等の

多面的な活動を展開した。 年度は、こ

れらの基盤の上に履修学生へのアンケート

を加え、研究の焦点を「認知度向上」から

「教育効果の実証」へと発展させた。

第 回から第 回の フォーラム発表は、

「プログラム構築期」→「認知度向上・現

状把握期」→「効果検証・地域連携期」と

いう段階的発展を示しており、大学におけ

る新たな教育プログラムの立ち上げから定

着までのモデルケースといえる。さらに、

教育効果を持続的なものとするためには、

コミュニティ通訳 領域（行政・医療・司

法・教育・災害時ボランティア・異文化交

流）に直結した実践場所の確保が不可欠で

あり、地域の関係機関との連携体制の構築

が今後の重要課題である。

参考：京都府｜【第 図】在留外国人数の推移 参考：京都府｜京都府外国人住民数の推移

現現場場ののああるるああるる困困りりごごとと
•ベトナム語・ネパール語等の通訳者が圧倒的に不足
•技能実習生は日常会話可でも医療用語の理解が困難
•三者懇談で生徒本人が通訳し意図的に誤訳するケース
•進路指導・奨学金説明等の複雑な内容伝達が困難
•医療通訳派遣は英・中・韓のみ、新興言語に未対応
•文化的背景の違いによる相互理解の困難さ
•予算確保・手続きの煩雑さが導入の最大障壁

出典：教職員アンケート・ 調査より
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コミュニティ通訳は重要だと思いますか？

コミュニティ通訳者育成プログラムに関する組織内認知度アンケート（ 名） 年 月実施

京都府在住外国人住民の現状と課題



3． 京都精華大学 

テーマ 
司書課程「図書館サービス特論」授業内での地域連携 

～一乗寺地域イベント運営と岩倉図書館サイン作成～ 

発表代表者 木川田 朱美：京都精華大学 国際文化学部 特別任用准教授 

連名発表者 佐々木 美緒：京都精華大学 国際文化学部 准教授 

キーワード 
司書課程 地域連携 

図書館 PBL 

発表の概要 

本発表では、京都精華大学司書課程での地域連携を伴う PBL 授業の実践につい

て述べる。授業「図書館サービス特論」では 2023 年度より下記 2 件の地域連携を授

業内で行っている： 

 ①岩倉図書館サイン作成：京都市岩倉図書館との連携で、児童コーナーの棚差しサ

インを学生が制作した。ユニバーサルデザインや多様性について学びつつ、公共広報

物に適切な表現を検討した。 

 ②「本でつなぐ一乗寺」：一乗寺地域の私設図書館「みんなの図書館 momokuri」と書

店「恵文社一乗寺店」「一乗寺ブックアパートメント」との共同企画である。学生は地域

や利用者を調査したうえで連携書店で選書ツアーを行い、本の広報媒体（POP、帯）

を作成して展示した。 

これらの実践は学生に地域社会と協働する実践的学びを提供し、地域図書館の

改善にも寄与した。一方で、資格課程の選択科目としての限界や成果物管理などの

課題も明らかになった。今後も地域に根ざした司書養成を目指し、連携体制の強化と

教育改善を図る。 
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【1. 背景・目的】
図書館法および「これからの図書館像」は、実践的かつ専門的な知識・
能力と地域社会の課題やニーズを把握する能力の育成を司書養成に
求めている。しかし、地域社会の課題やニーズを把握する能力の育
成に関する具体的方法は各養成機関に委ねられている。
本学司書課程では、地域と直接関わる PBL 型授業を通して「地域に
根ざした司書養成」を実現することを目的とした。

【2. プロジェクト概要】
本発表では、「図書館サービス特論」において 2023 年度から 2025
年度までの間に実施した 2 つの地域連携事業を下記に報告する。

司書課程「図書館サービス特論」授業内での地域連携

―一乗寺地域イベント運営と岩倉図書館サイン作成―

木川田朱美・佐々木美緒（京都精華大学）

【3. 事例① 】

■ 連携先
・みん図書 momokuri（私設図書館）
・恵文社一乗寺店（地域書店）
・BOOK APARTMENT（地域書店）

■ 授業設計
地域調査（一乗寺地区の特性把握）
みん図書 momokuri 訪問・利用者観察
恵文社一乗寺・BOOK APARTMENT での選書ツアー
カバーリングと POP・帯制作
展示（約 2 か月間）
■ 教育的意義
・利用者像を想定した選書
・資料と利用者をつなぐ POP 制作
・地域との実際の接点（SNS 上の交流発生）

■ 成果
・利用者からの感想メモ
・Instagram 投稿と学生の返信
・地域との自然発生的コミュニケーション

→ 学生は「足を運ぶこと」の重要性を実感

【4. 事例② 】岩倉図書館 
児童コーナーサイン作成

■ 連携先
京都市岩倉図書館

（児童利用割合 約 22％、児童書 36％）

■ 課題
児童コーナー棚差しサインのリニューアル

■ 制作プロセス
・館内写真による環境把握
・ユニバーサルデザイン・情報保障の学習
・公共広報ガイドラインの参照
・班別協働（Slack 活用）

■ 学習効果
・可読性の重要性
・多様な利用者への配慮
・利用者として無意識に支えられていた図書館サービスの
再認識

写真 1: 「本でつなぐ一乗寺」の様子

写真 2: サイン作成の成果物

写真 3 ～ 5: サイン作成前後の違い

Before After1 After2 

【5. 教育的効果】
2 つの連携から得られた効果：
● 利用者像を想定する実践的思考
● 公共性・多様性に関する学び
● 協働作業における実務能力　→ 「地域社会の課題やニーズを把握する能力」の涵養

【6. 今後の展望】
・連携の制度的安定化、地域調査の充実、評価方法の確立、継続可能な地域貢献モデルの構築
地域連携は司書養成における実践的能力形成に有効である。本連携は、
授業の制約下でも地域と協働する枠組みを構築しうることを示した。
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龍谷大学では、半数近くの部署において学生スタッフがさまざまな活動に従事して

いる。本研究は、学生スタッフがその活動に何を期待し応募したのか、活動を通してど

のような成長を実感し、困難を覚えているのかなどについてアンケート調査を実施し、

学生スタッフがその活動を通し、より多くの学びや成長を得ることのできる研修プログラ

ムを開発することを目的としたものである。    

 本発表では、学生スタッフを対象に実施したアンケート調査の結果について報告す

る。調査の結果、学生スタッフの多くはコミュニケーション能力に関心を寄せていること

が明らかとなった。この結果を踏まえ、学生スタッフが教職員や他学部・他学年の学

生と協働する際に必要な力を育成するための育成プログラム（研修）についても報告

する。  
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◆スキルアッププログラム実施結果
参加者満足度 第1回：86点 第2回：91点 第3回：92点（100点満点中）
参加者からの声
・色んな意見を聞くことができて良かったです。共感だけじゃなくて新たな
気づきを得ることもできました。

・グループを組む時、運営する時のコツなども聞けて非常にためになった
・コミュ力が大事と言われ続けてきた中で、じゃあ一体コミュ力とは何か？
コミュニケーションとは？と立ち止まって考えられたことが面白かった。それ
により（簡単なこと、難しいことを選ぶ中で）人によってむずかしさが違い
そうだと感じることができた！他人の意見（グループワーク中の）も、ワーク
シートを回したときに他者の自己分析が見れたのもとても楽しく面白かった！

・コミュニケーション能力と何か、それに必要なものは何かを考える時、ふせん
を使って皆の意見を簡単にまとめられ、話し合いをスムーズに進められたこと
が良かった

・テーマはあったが、雑談ができて楽しかったから。普段の会話では意図的に
話しやすいトピックを選びがちだったため、自分の雑談力の足りないところが
見つけられたから。質問内容より質問の仕方にフォーカスしていて、心理学部
のカウンセリングの学びにもつながりそうだったから。

・グループワーク、ペアワーク、個人ワークでインプットとアウトプットを
繰り返して次何を話すかを徐々に洗練することができた。3回じゃ足りない
ので教養の授業とかになれば面白いと思います。

発表代表者 小林珠子 学修支援・教育開発センター専門員

研究概要

研究内容

今後の課題

学生参画に携わる学生スタッフの活動に対する意識調査
―他者との協働に必要な力の育成を目的として―

龍谷大学では、半数近くの部署において学生スタッフがさまざまな活動に従事している。本研究は、学生スタッフがその活動に何を期待し応募したの
か、活動を通してどのような成長を実感し、困難を覚えているのかなどについてアンケート調査を実施し、学生スタッフがその活動を通し、より多く
の学びや成長を得ることのできる研修プログラムを開発することを目的としたものである。
本発表では、学生スタッフを対象に実施したアンケート調査の結果を報告する。調査の結果、学生スタッフの多くはコミュニケーション能力に関心を
寄せていることが明らかとなった。この結果に基づき内容を検討し実施したスキルアッププログラムについても報告する。

課題はおもに次の２点である。

１ 学生と教職員双方の学生参画に対する意欲・関心が薄い
龍谷大学では、ミクロレベルからマクロレベルまで全てのレベルにおいて学生参画がなされている。学部連合学生会の活動や観察学生による授業観察
は、論文や講演などで紹介されるなど、外部からの注目度も高い。しかし、学内の認知度は高いと言えない。実際に2025年度に実施された学部連合
学生会主催FDは深草学舎・瀬田学舎それぞれで3日間実施されたが、3日間合わせて参加者は30名程度にとどまる。また2025年度に実施した授業観察
は10件であった。

２ 学生スタッフの活動が活動に従事する学生以外に浸透していない
スキルアッププログラムには、さまざまな活動に従事する学生スタッフが集まったが、お互いの活動内容を知らない学生が大半を占めていた。この
結果を踏まえると、学生スタッフ活動に従事していない学生の多くは、学内にさまざまな学生スタッフ活動が存在していることを知らない可能性が
高い。したがって、学生スタッフ同士はもちろん、一般学生と学生スタッフが交流を通し活動内容を知る場を設けることが必要であると言える。

研究成果

◆2種類のアンケート調査を実施
①各部署で管理・把握・雇用している学生スタッフに関わる調査
調査期間：2025年4月9日～4月25日
調査対象：全部署
調査方法：Google Forms
回答数 ：全部署（45部署）
調査項目：学生スタッフの募集時期を教えてください

学生スタッフの選考方法を教えてください
学生スタッフの人数を学年ごとに教えてください
学生スタッフに賃金を支給していますか
学生スタッフに対して研修は実施していますか など

②学生スタッフ対象 活動に関わる意識調査
調査期間：2025年5月23日～6月30日
調査対象：学生スタッフ全員
調査方法：Google Forms
回答数 ：291名
調査項目：学生スタッフの勤務歴を教えてください

学生スタッフに応募した理由を教えてください
学生スタッフの経験を通しできるようになった・伸ばす
ことができたことを教えてください
学生スタッフの経験のなかで難しいこと・困っていること
を教えてください
学生スタッフの経験を通して身につけたい力・伸ばしたい
ことを教えてください など

◆学生スタッフのうち希望する学生に協働に関わるスキルアッププログラムを実施
目 的：学生スタッフの活動を通して、より多くの学びや成長に

繋げるための育成プログラムを模索すること
対 象：参加を希望した学生スタッフ
実施日：深草学舎

2025年11月25日、12月2日、12月9日
瀬田学舎
2025年11月28日、12月5日、12月12日（各回90分対面実施）

参加者：深草学舎 9名
瀬田学舎 6名 （3回全てに参加した学生数）

     特 徴：所属・従事する学生スタッフ活動の種類を超えて交流できる

◆スキルアッププログラム実施内容
第1回 タイトル：人は人、私は私 ―自他の価値観を理解する―

内 容：アイスブレイク（自己紹介）
ケースメソッドを用いたブレスト
第1回プログラムの振り返り（ワークシート作成）

第2回 タイトル：コミュニケーション能力って何？
内 容：アイスブレイク（私のコミュニケーション遍歴）

コミュニケーション能力についてブレスト
第2回プログラムの振り返り（ワークシート作成）

第3回 タイトル：質問上手は引き出し上手&伝え上手
内 容：アイスブレイク（好きな食べ物は何？）

質問力＆雑談力に関わるペアワーク
第3回プログラムの振り返り（ワークシート作成

◆2種類のアンケート調査を実施
①各部署で管理・把握・雇用している学生スタッフに関わる調査結果
学生スタッフが活動する部署 26／45部署

レベル別龍谷大学の学生参画
マクロレベル 学部連合学生会による全学協議会

メゾレベル
学部連合学生会主催FD  龍大しゃべり場
観察学生による授業観察
授業アンケート・学生調査・各種調査

ミクロレベル

学生スタッフによる履修登録相談会
ピアサポ・クラサポ・TA
高大連携サポーター・アドミッション
サポーターによる活動
ボラサポによるノート・PCテイク
ライティングチューターによる
ライティング支援 など

学生スタッフへの応募理由 第1位：興味・憧れ・コミュニティ 第2位：自己成長 第3位：他者貢献
できるようになる・伸びた力 第1位：コミュニケーション能力 第2位：PC・ITスキル 専門スキル 第3位：自己啓発
難しい・困っていること 第1位：コミュニケーション能力 第2位：知識・技術・経験 第3位：環境（人員・設備・マニュアル）
身につけたい・伸ばしたい力 第1位：コミュニケーション能力 第2位：自己成長・知識スキル 第3位：PC・ITスキル・専門スキル

②学生スタッフ対象 活動に関わる意識調査結果

★マクロレベルからミクロレベルまですべてのレベルにおいて学生参画
がなされている
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発表の概要 

同志社女子大学は他学部教員間の交流が活発で学部横断型研究を推進する助

成制度もある。「本学の教育理念及び Vision 150 を活かした共通英語教育開発のた

めの基礎研究」（2017〜2019 年度）では、教育理念に相応しい共通英語教材の開

発を目指し、英語力・学習方略・学習動機の調査と分析を行った。「Vision 150 を活

かす遠隔授業と対面授業についての総合的研究：高度で質の高い授業の探求」

（2021〜2023 年度）では、6 学部の学生を対象に遠隔授業と対面授業に関する量

的・質的調査を行い、分析結果に基づき各学科の理想的な授業形態を検討した。

「女子大学におけるウェルネスとエンパワーメントに関する研究」（2025 年度）では、学

生のストレスと要因を質的・量的に把握し、ウェルネスの実態解明と支援の方向性を

検討している。本発表では、これら学部横断型アプローチによる教育デザイン研究を

総括し今後の展望を考察する。 

 

276



5．同志社女子大学 

テーマ 
学部横断型アプローチによる新たな知の創出：学内助成研究（三期・2017–2025）

を通じた教育デザインに関する総合的考察 

発表代表者 成橋 和正：同志社女子大学 薬学部 医療薬学科 教授 

連名発表者 

今井 由美子：同志社女子大学 表象文化学部 英語英文学科 教授 

ROGERS, Lisa：同志社女子大学 現代社会学部 社会システム学科 教授 

佐伯 林規江：同志社女子大学 学芸学部 国際教養学科 教授 

橋本 秀実：同志社女子大学 看護部看護学科 准教授 

倉橋 優子：同志社女子大学 生活科学部 食物栄養科学科 准教授 

若本 夏美：同志社女子大学 表象文化学部 特別任用教授 

高橋 玲：同志社女子大学 名誉教授 

飯田 毅：同志社女子大学 学芸学部 国際教養学科 特別任用教授 

キーワード 
学部横断型アプローチ 教育デザイン 

学部間教員連携 研究プロジェクト 

発表の概要 

同志社女子大学は他学部教員間の交流が活発で学部横断型研究を推進する助

成制度もある。「本学の教育理念及び Vision 150 を活かした共通英語教育開発のた

めの基礎研究」（2017〜2019 年度）では、教育理念に相応しい共通英語教材の開

発を目指し、英語力・学習方略・学習動機の調査と分析を行った。「Vision 150 を活

かす遠隔授業と対面授業についての総合的研究：高度で質の高い授業の探求」

（2021〜2023 年度）では、6 学部の学生を対象に遠隔授業と対面授業に関する量

的・質的調査を行い、分析結果に基づき各学科の理想的な授業形態を検討した。

「女子大学におけるウェルネスとエンパワーメントに関する研究」（2025 年度）では、学

生のストレスと要因を質的・量的に把握し、ウェルネスの実態解明と支援の方向性を

検討している。本発表では、これら学部横断型アプローチによる教育デザイン研究を

総括し今後の展望を考察する。 

 

研究の詳細は

研究の詳細は

0 10 0 20 0 30 0

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

VViissiioonn  115500をを活活かかすす遠遠隔隔授授業業とと対対⾯⾯授授業業ににつついいててのの総総合合的的研研究究

研研究究⽬⽬的的にに対対しし共共通通のの質質問問紙紙をを作作成成しし66学学科科のの学学⽣⽣にに対対しし質質的的・・量量的的調調査査をを短短期期間間にに実実施施

学部横断型アプローチによる新たな知の創出：
学内助成研究（三期・2017‒2025）を通じた教育デザインに関する総合的考察

研究プロジェクト期間：2017年度〜2019年度
⽬⽬的的：：
「英語の同志社」にふさわしい新しい共通英語教育を実施するために、本
学学⽣の英語⼒や情意⾯に関する調査を実施し、本学の教育理念に則った
英語教材を開発し、ICTを利⽤した授業を展開し、Vision 150に記されてい
る「学修するコミュニティ」を実現する。 

11--11))  ⼤⼤学学英英語語教教育育⽬⽬的的ににつついいててのの⼀⼀考考察察――本本学学のの教教育育理理念念ととのの関関係係かからら――
本学の教育理念に照らし合わせ、英語教育の⽬的について幅広く考察。⼀⾔で全体をまとめること
は困難であるが、敢えて簡潔に⾔おうとするとすれば、英語教育の⽬的は決して実⽤主義的だけの
ものではなく、教養主義にも関係し、何より本学の教育理念に⼀致した形で進めていくことが重要
である。

((11))  本本学学のの教教育育理理念念にに相相応応ししいい英英語語教教材材のの開開発発

22--11))  同同志志社社⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学11  年年次次⽣⽣のの英英語語学学習習者者⽅⽅略略
全学科１年次⽣のストラテジー使⽤はすべて基準である2.5を下回り、またすべての分野において対
照群の国際教養学科・英語英⽂学科の参加者よりも⽅略使⽤において下回っていることから、全学科
学⽣が英語学習に消極的であり⾃ら英語学習に取り組もうとする姿勢に⽋けていることが分かった。

22--22))  本本学学⼤⼤学学１１年年次次⽣⽣のの英英語語学学習習にに対対すするる動動機機――国国際際教教養養学学科科とと看看護護学学科科ととのの⽐⽐較較をを通通ししてて――
国際教養学科の学⽣は英語を受験以外の様々な⽬的を持って学習してきたのに対して、看護学科の学
⽣は主に受験を中⼼とした外的要因を中⼼に学習してきたことが明らかになった。両学科の学⽣は共
に⼩学校から⾼校までの学習意欲の⽅が⾼校から⼤学までの学習意欲よりも⾼い状態で学習してき
た。⼤学⼊学後は、国際教養学科の学⽣も看護学科の学⽣も学習意欲が向上していた。

22--33))  ⼤⼤学学11年年次次⽣⽣のの英英語語学学習習⽅⽅略略のの構構造造とと英英語語学学習習にに対対すするる動動機機にに関関すするる調調査査研研究究
2018年1⽉に6学部11学科の１年次⽣（1200名）を協⼒者とした英語学習⽅略に関する質問紙調査を
⾏った。6つのカテゴリーにおける１年次⽣の英語学習⽅略の構造を因⼦分析から探り、6つのカテ
ゴリーにおける１年次⽣の英語学習⽅略の全体的傾向をヒストグラムから探った。

11--22))  英英語語ササロロンンにによよるる超超学学部部間間教教育育のの試試みみ
・「学際的 interdisciplinary」な英語学習の場を通して、共通英語教育に有⽤な情
報を収集する実践的な研究を⾏った。

・この研究から得られた３つの点を紹介した。
1) Vocabulary調査：学⽣の語彙背景を調査・解析して教材作成に⽣かす。
2) Prosody解析の有⽤性：聞こえないものを感じ取る技術を知る。
3) SpiritとBody：会話⼒の習得には、精神と⾁体のバランスにも注⽬する。

((22))  本本学学のの学学⽣⽣をを対対象象ととししたた英英語語⼒⼒、、学学習習⽅⽅略略、、学学習習動動機機ななどどのの調調査査

55--11))  学学修修すするるココミミュュニニテティィのの⽴⽴ちち上上げげ
学部・学科横断型の英語イベントおよび共同
ドラマ制作プロジェクトを実施し、学習者の
主体性と協働的学びを促進した。実践を通じ
て教育的意義を確認するとともに、運営・マ
ネジメント⾯の課題についても整理した。

33--11))  TTOOEEIICC  IIPP  にによよるる看看護護学学部部１１年年次次⽣⽣のの英英語語⼒⼒のの現現状状分分析析
本学看護学部１年次⽣の４技能に関する TOEIC IP スコアは、全国の主に専⾨
として英語を学ぶ⼤学１年次⽣の平均スコアと⽐較すると、speaking ⼒以外
ほぼ同等である、ということが分かった。

33--22))  ⼀⼀般般英英語語能能⼒⼒とと専専⾨⾨英英語語のの修修得得能能⼒⼒ととのの関関連連性性にに関関すするる研研究究
〜〜本本学学薬薬学学部部⽣⽣ででのの調調査査〜〜

薬学部３年次春学期必修科⽬「薬学英語Ａ」における学⽣の英語能⼒を、開
講時（初回）に実施してる英語試験（⼀般英語：ELPA）の成績と、薬学英語
の修得との関連性について論じた。

((33))  共共通通英英語語教教育育とと学学部部のの専専⾨⾨教教育育ののつつななががりりをを考考ええるるたためめのの
薬薬学学部部及及びび看看護護学学部部のの学学⽣⽣をを対対象象ととししたた英英語語⼒⼒ににつついいててのの調調査査

((44))  IICCTT  をを使使っったた英英語語教教育育のの実実施施ととそそのの成成果果ににつついいててのの調調査査

44--11))  22年年間間実実施施ししたた  IICCTT  をを使使っったた英英語語リリーーデディィンンググ授授業業のの成成果果をを検検証証
授業アンケートを使って学⽣の授業の受け⽌め⽅を調査し、外部試験を利⽤
して、語彙⼒、⽂法⼒、リーディング⼒、リスニング⼒を調査した。また、
内部試験としてのライティングテストを実施し、学⽣の学修量を ICT に組み
込まれているマイル数によって測定した。

((55))  「「学学修修すするるココミミュュニニテティィ」」をを活活かかししたた
ププロロジジェェククトトのの⽴⽴ちち上上げげととそそのの評評価価

本本学学のの教教育育理理念念及及びびVViissiioonn  115500をを活活かかししたた共共通通英英語語教教育育開開発発ののたためめのの基基礎礎研研究究

ササブブテテーーママはは原原則則ととししてて担担当当責責任任者者をを決決めめてて実実施施ししたたがが、、そそ
れれぞぞれれののテテーーママにに関関ししててすすべべてて個個⼈⼈がが⾏⾏ううののででははななくく、、全全員員でで
取取りり組組んんだだ。。共共通通英英語語とといいううテテーーママはは、、本本学学のの英英語語英英⽂⽂学学科科とと
国国際際教教養養学学科科以以外外のの99学学科科のの学学⽣⽣にに関関わわるるたためめ、、⼀⼀⼈⼈のの研研究究者者
がが単単独独でで⾏⾏ううよよりりもも、、全全員員でで協協⼒⼒ししてて実実施施ししたた⽅⽅ががよよりりよよいい成成
果果がが得得らられれるるたためめででああるる。。専専⾨⾨分分野野をを英英語語教教育育ととししてていいるる44⼈⼈

のの教教員員ににととっってて、、学学部部学学科科ののカカリリキキュュララムムややそそのの学学⽣⽣のの特特徴徴をを
理理解解すするる上上でで、、33⼈⼈のの他他学学部部学学科科のの研研究究者者のの協協⼒⼒はは不不可可ででああるる。。
ももうう⼀⼀つつのの理理由由はは、、研研究究者者同同⼠⼠がが研研究究をを推推進進すするるたためめのの協協⼒⼒体体
制制ががででききてていいたたかかららででああるる。。研研究究者者間間のの⼗⼗分分なな意意思思疎疎通通はは、、研研
究究のの成成果果ににもも影影響響をを与与ええたたばばかかりりででななくく、、研研究究者者同同⼠⼠ののよよりり良良
いい関関係係をを築築くくたためめににもも重重要要ででああっったた。。

メメンンババーー：：TI, RT, NW, NS, YI, HH, KN
ミミーーテティィンンググ＆＆デディィススカカッッシショョンン：：

2017年度12回、2018年度12回、
2019年度12回、2020年度 3回

「ICT を使った産出型 reading 授業の成果」JACET 第57回国際⼤会 (2018) 
「英語を専⾨としない⼤学⽣の英語学習に対する動機―英語専⾨学部の学⽣との⽐較 を通し

て―」JACET 第58回国際⼤会 (2019) 

「本学の教育理 念及び Vision 150を活かした共通英語教育開 発のための基礎研究―1年⽬のまと
めと考察―」同志社⼥⼦⼤学 総合⽂化研究所紀要 第35巻 2018年

「⼤学1年次共通英語教育『英語講読IA， IB』改⾰のためのアクション・リサーチ」同志社⼥⼦⼤
学 総合⽂化研究所紀要 第35巻 (2018)

「本学⼤学1年次⽣ の英語学習に対する動機―国際教養学科と看護 学科との⽐較を通して―」同志
社⼥⼦⼤学 総合⽂化研究所紀要 第37巻 (2020)

総合論⽂「本学の教育理 念及び Vision 150を活かした共通英語教育開 発のための基礎研究」同志
社⼥⼦⼤学 総合⽂化研究所紀要 第38巻 (2021)

学学会会発発表表

論論⽂⽂発発表表

最最終終報報告告書書のの制制作作
プロジェクト研究をまとめた286
ページに及ぶ資料集を制作し配布

他他⼤⼤学学訪訪問問
英語教育に関する視察訪問

上上智智⼤⼤学学//⽇⽇本本⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学//⽴⽴教教⼤⼤学学//東東京京⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学

研究プロジェクト期間：2021年度〜2023年度
⽬⽬的的：：
本研究は「2020年代に相応しい⼤学の授業形態を探求」することを⽬的と
する。そのために本学学⽣の授業に対する態度、指向、その他情意⾯に関す
る調査を実施し、本学の教育理念に則り、Vision 150に記されている「学修
するコミュニティ」の実現をするための効果的な授業形態を提案する。

メメンンババーー：：NW, NS, YI, LR, HH, YK, KN
ミミーーテティィンンググ＆＆デディィススカカッッシショョンン：：

2021年度 9回、2022年度 9回、2023年度12回、
2024年度 2回、2025年度 1回

「同志社⼥⼦⼤学における遠隔授業と対⾯授業についての研究プロジェクトの概要：第⼀次調査」
第27回FDフォーラム (2021) 

「同志社⼥⼦⼤学における2021年度遠隔・対⾯授業についての学⽣の意識調査 (1) ：⼀般質問項
⽬の分析」第27回FDフォーラム (2021) 

「同志社⼥⼦⼤学における2021年度遠隔・対⾯授業についての学⽣の意識調査 (2) ：英語系科⽬
関連の質問項⽬の分析」第27回FDフォーラム (2021)

「学部学科の特性に適した授業形態とは？ー同志社⼥⼦⼤学における2021年度秋学期遠隔・対⾯
授業についての学⽣の意識調査をもとにー」第28回FDフォーラム (2022) 

「遠隔と対⾯では、どちらの英語授業タイプを⼤学⽣は好むのか？質問紙による学⽣の意識調査を
もとにした調査研究」外国語教育メディア学会（LET） 第 61 回全国研究⼤会 (2022) 

「Class Styles in a Private Japanese College: A Qualitative Study of Student Experiences of 
Face-to-Face and Remote Classes」The 9th IAFOR International Conference on Education 
in Hawaii (2024)

「A quantitative study of student experiences of remote and face-to-face classes at a Japanese 
Womenʼs college」The 9th IAFOR International Conference on Education in Hawaii (2024)

「Class Styles in a Private Japanese College: A Qualitative Study of Student Experiences of 
Face-to-Face and Remote Classes」 IAFOR International Conference on Arts & 
Humanities in Hawaii 2024 Official Conference Proceedings (2024)

総合論⽂「Vision 150を活かす遠隔授業と対⾯授業についての総合的研究：プロジェクト3年間の
総括」同志社⼥⼦⼤学 総合⽂化研究所紀要 第42巻 (2025)

研究プロジェクト論⽂「Vision 150を活かす遠隔授業と対⾯授業についての総合的研究：⾼度で質
の⾼い授業の探求−国際教養学科，社会システム学科，医療薬学科，看護学科，英語英⽂学科，
⾷物栄養科学科管理栄養⼠専攻，総括と今後の展望」同志社⼥⼦⼤学 総合⽂化研究所紀要 第
42巻 (2025)

学学会会発発表表

論論⽂⽂発発表表

研研究究ププロロジジェェククトトのの55つつののササブブテテーーママをを設設けけ、、担担当当責責任任者者をを決決めめてて研研究究をを実実施施

他他⼤⼤学学訪訪問問
遠隔授業と対⾯授業に関する視察訪問

⽇⽇本本⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学//東東京京理理科科⼤⼤学学//北北陸陸⼤⼤学学//⾦⾦沢沢⼤⼤学学

ワワーーククシショョッッププのの開開催催
学内の教員対象

LLMMSS  ((mmaannaabbaa))

NNVViivvoo

パパンンフフレレッットトのの制制作作
質的・量的調査結果の報告と
各学科に適した授業形態の提案

対⾯授業・遠隔授業に関する質問紙を作成し、全
学部学⽣を対象に、2021年度春学期、2021年度
秋学期、2022年度春学期の⾏われ受講した講義に
関する量的調査を実施。
対象を全学部としたことで研究参加学⽣はそれぞ
れ500〜900名超となり、本学の学⽣の特徴をとら
えることができ、さらに、学科間⽐較を⾏うこと
で、学科の特性を明らかにできた。

((11))  量量的的調調査査 ((22))  質質的的調調査査

対⾯授業、遠隔授業、双⽅向オンライン型授業、オ
ンデマンド型授業、ハイブリッド型授業の授業スタ
イルに関する経験と嗜好を明らかにするために、
2021年度秋学期に、各学部学⽣を対象に、半構造化
インタビューを実施した。研究実施者は各学部から
の教員であり、所属各部でない学⽣のインタビュー
を担当した。これにより、学⽣は忖度なく素直な回
答ができた。また、解析については、インタビュー
をNVivoを利⽤した質的データの分析は所属学部の
学⽣のインタビュー内容について実施することで、
学部の実情を理解しつつ、その特性を解析すること
ができた。

((33))各各学学科科にに適適ししたた授授業業形形態態のの提提案案

(1) (2) の量的・質的調査結果、その他、他⼤学訪問
等から、本学学⽣に共通する授業形態をはじめ、各
学科に適した授業形態の提案をすることができた。

量量的的調調査査結結果果のの⼀⼀部部

質質的的調調査査結結果果のの⼀⼀部部
各学科に適した授業形態の提案の⼀部

多様な授業モード

各各学学部部のの教教員員がが研研究究実実施施者者ととななっってておおりり、、全全
学学にに対対すするる⼤⼤規規模模なな量量的的調調査査をを短短期期間間にに実実施施すす
るるここととががででききたた。。特特ににココロロナナ禍禍ににおおけけるる調調査査でで
ああっったたここととかからら、、対対⾯⾯授授業業・・遠遠隔隔授授業業双双⽅⽅にに関関
すするる実実態態とと変変化化をを同同時時にに捉捉ええるるここととがが可可能能ととなな
りり、、教教員員・・学学⽣⽣双双⽅⽅がが困困難難をを乗乗りり越越ええななががらら教教
育育実実践践をを⾼⾼度度化化ししてていいくく過過程程をを実実証証的的にに明明ららかか
ににすするるここととががででききたた。。

この研究をきっかけにメンバーを⼀部⼊れ替えながらさらなる新たな研究に発展させた

⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学ににおおけけるるウウェェルルネネススととエエンンパパワワーーメメンントトにに関関すするる研研究究
学学⽣⽣のの経経年年変変化化をを調調査査すするるここととををははじじめめかからら想想定定しし、、

共共通通のの質質問問紙紙をを作作成成しし66学学科科のの学学⽣⽣にに対対しし量量的的分分析析をを短短期期間間にに実実施施研究プロジェクト期間：
2025年度

⽬⽬的的：：
⼤学は学⽣のエンパワーメントやウェルビーイ
ングを⽀える重要な役割を担っており、特に⼥
⼦⼤学は学⽣が⽀援されていると感じやすい教
育環境を提供する強みを有することが指摘され
ている。学⽣の帰属意識や健康状態、ストレス
は学業や成⻑に⼤きく影響することから、学⽣
のウェルネスを把握することは重要である。本
研究では、本学の学⽣を対象にストレスとその
要因を質的・量的に調査し、ウェルネスの実態
を明らかにするとともに、今後の学⽣⽀援の⽅
向性を検討することを⽬的とする。

メメンンババーー：：NS, YI, LR, HH, YK, KN
ミミーーテティィンンググ＆＆デディィススカカッッシショョンン：：

2025年度10回（継続中）

「A Study of Wellness and Empowerment at a Womenʼs 
University」The 6th Southeast Asian Conference on 
Education (2026)

学学会会発発表表

((11))  初初年年度度調調査査（（⼊⼊学学ししたた学学⽣⽣対対象象））

スピアマンの順位相関係数（ノンパラメトリック検定）

⼤規模な量的調査・きめの細かい質的調査を短期間で実施でき、他の研究−テーマに応⽤・発展させた

既報告の⽣活満⾜度に関連する尺度を利⽤
して学⽣のウェルネスとエンパワーメント
に関する実態を調査。
・既報告と⽐較して本学の学⽣の特徴を捉

える。
・尺度間の相関性を明らかにする。

I. ⼼理的エンパワメントに関する調査
 (RPES)（安⽥，2022)

[A] Strength Actualization
[B] Use of Individual Strengths
[C] Readiness for Socialization からなる

II. ⼈⽣の意味尺度 (MLQ)（Stegerら，2008)
Presence
Search からなる

III. ⼈⽣満⾜尺度 (SWLS) （Dienerら，1985)

[I] RPES [II] MLQ [III] SWLS
[A]

Strength 
Actualization

[B]
Use of 

Individual 
Strengths

[C] 
Readiness 

for 
Socialization

Presence Search

[I] RPES [A] Strength Actualization
[B] Use of Individual Strengths .417* *

[C] Readiness for Socialization .265* * .127*

[II] MLQ Presence .566* * .472* * .211* *

Search .319* * .216* * .411* * .291* *

[III] SWLS .490* * .460* * .099 .534* * .138* *

** P<0.01, * P<0.05 (two-tailed)

⼀時点の調査研究でなくプロスペクティブな解析を⽬指す

本本ププロロジジェェククトトはは、、学学内内研研究究助助成成のの⽀⽀援援にによよりり研研究究体体制制をを構構築築しし、、ここれれららのの研研究究
をを計計画画的的にに実実施施すするるととととももにに、、継継続続・・発発展展へへととつつななげげるるここととががででききたた。。

本本学学はは⼆⼆つつののキキャャンンパパススをを有有ししてていいるるがが、、全全学学教教授授会会がが⼀⼀つつののキキャャンンパパススでで対対⾯⾯
実実施施さされれるる機機会会をを活活⽤⽤しし、、基基本本⽉⽉11回回程程度度のの定定期期的的なな対対⾯⾯ミミーーテティィンンググをを継継続続ししたた。。
ここれれにによよりり、、中中⻑⻑期期的的なな⽬⽬標標設設定定やや学学会会発発表表、、論論⽂⽂投投稿稿をを⾒⾒据据ええたた研研究究計計画画のの策策定定
がが円円滑滑にに進進んんだだ。。ココロロナナ禍禍をを契契機機ににオオンンラライインンミミーーテティィンンググをを早早期期にに導導⼊⼊しし、、対対⾯⾯
をを補補完完すするる形形でで継継続続的的にに活活⽤⽤すするるここととでで、、柔柔軟軟かかつつ機機動動的的なな意意思思疎疎通通をを実実現現ししたた。。
対対⾯⾯ででのの会会合合ににおおいいててももフファァイイルル共共有有やや画画⾯⾯共共有有をを⾏⾏いいななががらら共共同同作作業業をを進進めめるるここ
ととでで、、情情報報共共有有のの効効率率化化とと議議論論のの深深化化がが促促進進さされれたた。。

本本ププロロジジェェククトトのの特特筆筆すすべべきき点点はは、、研研究究推推進進ににととどどままららずず、、教教育育実実践践やや各各学学部部・・
学学科科のの状状況況にに関関すするる幅幅広広いい意意⾒⾒交交換換がが⾏⾏ええたたここととにによよりり、、ここれれららのの知知⾒⾒ををそそれれぞぞれれ
のの授授業業やや実実習習へへ応応⽤⽤ででききたた点点ににああるる。。異異ななるる学学部部・・学学科科へへのの理理解解がが深深ままるるここととでで、、
⾃⾃⾝⾝のの専専⾨⾨領領域域のの特特性性をを再再認認識識すするるとと同同時時にに、、学学科科横横断断的的なな視視点点かからら⼤⼤学学全全体体のの発発
展展にに資資すするる意意識識がが醸醸成成さされれたた。。
ささららにに、、他他⼤⼤学学へへのの視視察察にによよりり異異ななるる⼤⼤学学のの取取りり組組みみにに触触れれたたここととはは、、本本学学のの活活動動
をを客客観観的的にに⾒⾒直直すす契契機機ととななりり、、組組織織的的なな強強みみやや改改善善のの⽅⽅向向性性をを考考ええるる上上でで有有益益でで
ああっったた。。ここれれららのの経経験験ははププロロジジェェククトト内内ででのの議議論論ををささららにに活活性性化化ささせせ、、研研究究おおよよびび
教教育育実実践践のの発発展展にに資資すするる⽰⽰唆唆をを与与ええたた。。
ままたた、、よよりり質質のの⾼⾼いい研研究究をを⽬⽬指指ししてて講講師師をを招招聘聘ししててワワーーククシショョッッププをを実実施施ししたたこことと
はは、、研研究究⼒⼒のの向向上上ととととももにに教教育育改改善善へへのの意意識識をを⾼⾼めめるる契契機機ととななっったた。。異異ななるる分分野野のの
視視点点にに触触れれるるここととでで⾃⾃ららのの専専⾨⾨性性をを再再認認識識すするるととととももにに、、⼤⼤学学全全体体のの教教育育のの質質向向上上
をを志志向向すするる姿姿勢勢がが醸醸成成さされれたた。。ここれれらら⼀⼀連連のの取取りり組組みみはは、、FFDD活活動動ととししててもも⼤⼤ききなな
意意義義をを有有すするる成成果果ででああるる。。

共共同同研研究究はは、、学学際際的的なな発発想想のの創創出出やや研研究究のの質質のの向向上上にに寄寄与与すするるだだけけででななくく、、研研究究
へへのの動動機機づづけけやや達達成成感感をを⾼⾼めめるる側側⾯⾯もも持持つつ。。本本ププロロジジェェククトトはは、、学学際際的的協協働働をを基基盤盤
ととししたた研研究究推推進進とと教教育育改改善善をを同同時時にに促促すす実実践践例例ととししてて、、今今後後のの組組織織的的FFDD推推進進のの⼀⼀
つつののモモデデルルととななるるここととがが期期待待さされれるる。。

協力的

学⽣が感じる家族のサポートの度合

非協力的

((33))  最最終終年年度度調調査査（（卒卒業業すするる学学⽣⽣対対象象））
継継続続的的にに研研究究をを進進めめるる

((22))  初初年年度度調調査査ののささららななるる解解析析・・分分析析

同同志志社社⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学はは学学部部間間のの垣垣根根がが低低くく、、学学部部間間教教員員間間のの交交流流がが活活発発ででああるるとといいうう⾃⾃負負ががああるる。。学学内内ににはは学学部部
横横断断型型研研究究にに対対すするる助助成成ががあありり、、ここれれをを原原資資ととししてて多多学学部部教教員員がが共共同同でで研研究究ででききるる⼟⼟壌壌ももああるる。。
ここれれままででメメンンババーーがが⼊⼊れれ替替わわりりつつつつ継継続続ししててききてていいるる「「本本学学のの教教育育理理念念及及びびVViissiioonn  115500をを活活かかししたた共共通通英英語語

教教育育開開発発ののたためめのの基基礎礎研研究究」」（（22001177~~22001199年年度度））、、「「VViissiioonn  115500をを活活かかすす遠遠隔隔授授業業とと対対⾯⾯授授業業ににつついいててのの総総合合

的的研研究究：：⾼⾼度度でで質質のの⾼⾼いい授授業業のの探探求求」」（（22002211年年度度〜〜22002233年年度度））、、「「⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学ににおおけけるるウウェェルルネネススととエエンンパパワワーー
メメンントトにに関関すするる研研究究」」（（22002255年年度度））ににつついいてて、、ここれれららのの学学部部横横断断型型アアププロローーチチにによよるる教教育育デデザザイインンにに関関すするる研研
究究ににつついいてて総総括括しし今今後後のの展展望望ににつついいてて考考察察すするる。。

成成橋橋 和和正正（（薬薬学学部部医医療療薬薬学学科科・・教教授授）），，今今井井 由由美美⼦⼦（（表表象象⽂⽂化化学学部部英英語語英英⽂⽂学学科科・・教教授授）），，LLiissaa  RRooggeerrss（（現現代代社社会会学学部部社社会会シシスステテムム学学科科・・教教授授）），，
佐佐伯伯 林林規規江江（（学学芸芸学学部部国国際際教教養養学学科科・・教教授授）），，橋橋本本 秀秀実実（（看看護護部部看看護護学学科科・・准准教教授授）），，倉倉橋橋 優優⼦⼦（（⽣⽣活活科科学学部部⾷⾷物物栄栄養養科科学学科科・・准准教教授授）），，

若若本本 夏夏美美（（表表象象⽂⽂化化学学部部・・特特別別任任⽤⽤教教授授）），，⾼⾼橋橋 玲玲（（名名誉誉教教授授）），，飯飯⽥⽥ 毅毅（（学学芸芸学学部部国国際際教教養養学学科科・・特特別別任任⽤⽤教教授授））
同同志志社社⼥⼥⼦⼦⼤⼤学学




